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10月も半ばを過ぎ、ようやく暑さが和らいできたと感じます。そして気が付くと、令和６年度も折り返し

点を過ぎました。これからは、各学年のゴール（最終目標）を見据えながら、教師と児童が共に力を合わせて、

学習や学校行事等に取り組んでいく大切な時期となります。過ごしやすい「実りの秋」を迎え、様々な活動を

より充実させていけるよう、全教職員で取り組んでいきたいと思います。 

さて、私的なことで恐縮ですが、私自身、小学校から高校まで野球部に所属し、９年間泥と汗にまみれなが

ら懸命に毎日を過ごしたことを思い出します。もちろん成功体験もありましたが、挫折や失敗を経験すること

の方が圧倒的に多かったです。しかし、これらの経験は決して無駄ではなく、その状況からどう立ち上がるか、

自分の精神状態をどうコントロールするかなど、大切なことを学ぶ機会になりました。 

今、便利で豊かな時代に生きる私たちですが、このような環境が常に幸せをもたらすわけではないと思いま

す。情報や技術が進化する中においても、時には立ち止まり、何が本当に大切なのかを見つめ直すことも重要

です。特に、子供たちにとって、挫折や失敗は成長の一部です。便利な道具が周りにあっても、自分自身で考

え、挑戦し、時には失敗を経て「負けない心」を育むことも大切ではないかと思います。諦めない心を大切に

自立への道を歩むことが、子供たちの未来をより明るく、豊かなものにするのだと信じています。 

第 106回全国高等学校野球選手権大会の開会式（選手宣誓）での「努力したとしても報われるとは限らない。

しかし、努力しなければ報われることはない。」という言葉が強く心に残っています。 

本校の教育目標は、「夢や目標を持ち、粘り強く努力する児童の育成」です。また、「目指す子供の姿」と

して、「粘り強くやり抜く心の育成」を掲げています。これからの半年間、学習や学校行事、課外活動などの

場を生かし、「粘り強くやり抜く心の育成」に教職員一丸となって取り組んでいきたいと思います。子供たち

が、困難や挫折に直面したとき、もう一度立ち上がる力を学校と家庭、地域で共に育てていきましょう。 

 

 

 

 

 

 10月 17日（木）に行われた陸上総体の結果についてお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

   

令和 6 年 10 月 24 日 

 松山市立粟井小学校 

℡ 089-994-1006 
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○男子 60ｍ 1位                 ○男子 100m 6位 

 6年 8.31秒                   6年 13.91秒 

○女子 60m 1位                    ○男子走り幅跳び 7位  

 6年 8.85秒                   6年 4m4cm 

○男子 4×100m リレー 3位 56.34秒     

○女子 4×100m リレー 7位 59.09秒 

  

粘り強くやり抜く心 

 

 



すべての選手が、練習の成果を発揮して、力いっぱい頑張りました。 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 修学旅行で心に残ったことが２つあります。 
1 つ目は、ホテルです。いつもと違う場所、

時間に友達と居ることにワクワクしていまし
た。ホテルに着いてからは、友達とカードゲー
ムや話をしました。朝と夜のご飯もとても美味
しくて大満足でした。 
２つ目は、みろくの里です。お昼ご飯を食べ

終わってすぐに空中ブランコとスーパーバイ
キングに乗りました。どんどん高さが上がって
いってこわかったです。思い出に残る修学旅行
でした。 

6 年 

 ぼくは修学旅行でいろいろなことを知りま
した。平和記念公園や原爆資料館では、昔の戦
争の悲しみや、当時使っていた道具を知りまし
た。平和の大切さも感じました。マツダミュー
ジアムでは、マツダが作った車をたくさん見れ
たので良かったです。宮島では国宝の厳島神社
に行ったり、宿に泊まったりして友達と仲良く
できました。みろくの里では、ミュージックゴ
ースターに乗りました。お尻が浮いてこわかっ
たけど最高の思い出になりました。とてもいい
修学旅行になりました. 

６年  
 

〈広島平和記念公園〉 〈お好み村〉 

〈厳島神社〉 〈宮島水族館〉 〈みろくの里〉 

〈マツダミュージアム〉 

9月 12・13日に、6年生が広島方面に修学旅行に行ってきました。友達との楽しい思い出が、たく

さんできたようです。 

〈マツダミュージアム〉 


